
１．病      名
Tilapia Lake Virus Disease
ティラピアレイクウイルス病

２．病  原  体
Tilapia tilapinevirus
ティラピアレイクウイルス

a)　分  類
オルソミクソウイルス科に属するものと推測されていたが，1)　最近，「目」，「科」それぞれ不明の
Tilapinevirus属のTilapia tilapinevirus とされた。15)

b)　形  態 エンベロープを持ち，55-80nmの球形。１）

c)  特  徴
RNAウイルス。１）
有機溶剤に感受性がある。１）

３．地理的分
布

コロンビア，エクアドル3)，ペルー13)，イスラエル1)，エジプト5)，タンザニア，ウガンダ10)，タイ6)，インド
ネシア11)，台湾12)，インド7)，マレーシア8)，フィリピン9)，シンガポール16)。

４．宿　　主

ティラピアのみから報告されている。
Tilapia (Sarotherodon) galilaeus
Oreochromis niloticus
O. niloticus x O. aureus
系統群によって感受性に差がある可能性がある。３）

５．発生情報
a)  潜伏期間 同居感染実験では同居後4日目から死亡が始まった。１）
b)  キャリアー 感染した魚がキャリアになる。
c)  感染経路 同居感染実験から，直接的な水平感染が重要な感染経路であることが示されている。これまで垂直感染の報告はない。
d)  ベクター これまでベクターに関する情報は無い。
e) 蔓延状況（死
亡率、罹患率な
ど）

・稚魚では累積死亡率で最大90%という報告がある。６）

f)  感染ステージ 稚魚ほと感受性が高く死亡率が高くなりやすい。３），６）
g)  感染要因 ハンドリング（手分け、移送など）などのストレスが発症の引き金になる。３），６）

６．症　　状

a)  臨床症状
・眼球のレンズの白濁や，ひどい場合には破裂が見られる。
・皮膚の剥離
・脳の髄膜上の出血

b)  組織検査
（主として文献１）
による）

・髄膜の出血や水腫
・脳血管のうっ血周辺の細胞浸潤
・脳神経組織におけるグリオーシスや壊死
・白内障
・リンパ球の増加による脾臓の腫大
・肝臓と脾臓のメラノマクロファージセンターの大きさと数の増加
・肝臓で合胞体が見られる場合がある。2），６）

７．検  査  法
a)  標的器官 眼，脳，肝臓１）
b) 簡易検査法 報告されていない。
c) サーベーラン RT-PCR，real time RT-PCR
d)  確定診断 ウイルス分離・同定，RT-PCR，real time RT-PCR

培養細胞/分離
培地

E-11細胞で分離可能１）。なお，E-11細胞はsnakehead retrovirus (SnRV)に感染している。

培養条件 Ｅ-11細胞25℃9日間培養でウイルスRNAが最大となった。4）

CPE/コロニー性
状

E-11細胞ではプラークを形成し，プラーク周囲の細胞には空胞化が見られる。１）

その他 -

プロファイルリスト

（参考）ウイルス/細菌分離



（参考）PCR
RNA 抽出法 市販のRNA抽出キット

プライマー、産物
サイズ

(1) RT-PCR１）
ME1：5’-GTTGGGCACAAGGCATCCTA-3’
7450/150R/ME2：5’-TATCACGTGCGTACTCGTTCAGT-3’
　　　　増幅産物サイズ：250bp
(2) RT-PCR１）
Nested ext-1：5’-TATGCAGTACTTTCCCTGCC-3’
Nested ext-2：5’-TTGCTCTGAGCAAGAGTACC-3’
　　　　 増幅産物サイズ：491bp

(3) Semi-nested PCR6)
1st (RT-)PCR
Nested ext-1：5’-TATGCAGTACTTTCCCTGCC-3’
ME1：5’-GTTGGGCACAAGGCATCCTA-3’
　　　　  増幅産物サイズ：415bp
2nd PCR
 (1)のRT-PCRと同じプライマーセットを用いる。

(4) Real-time RT-PCR14)
TiLV-112F：5'-CTGAGCTAAAGAGGCAATATGGATT-3'
TiLV-112R： 5'-CGTGCGTACTCGTTCAGTATAAGTTCT-3'
SYBR Green DNA polymerase master-mixを使用。

プロトコル 各引用文献を参照。
８．対　　　策

a) 殺菌・滅菌方 特に報告されていないが，通常の消毒方法で消毒可能と考えられる。
b) ワクチン ・開発されていない。
ｃ) その他 ・耐病性系統を選抜できる可能性がある。３）

9．発生事例 下記文献参照。タイでは2008年ごろから，本疾病が発生していた可能性があるという。

10．その他 －

文献

16) WOAH. Singapore - Tilapia lake virus (Inf. with) (2023-) - Immediate notification. https://wahis.woah.org/#/in-review/5524

9) SEAFDEC 私信。
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